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司
祭
　
福 

澤 

道 

夫

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

キ
リ
ス
ト
教
は
宗
教
に

あ
ら
ず
、
福
音
で
あ
る

　
Ｆ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
本
国
に
送
っ
た
手
紙
に

日
本
へ
送
る
宣
教
師
は
超
一
流
の
人
で
な
い

と
そ
の
高
い
教
養
、
道
徳
に
感
化
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
こ
の
手
紙
の
影
響
で
日
本

に
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
は
皆
素
晴
ら
し
い

人
々
で
あ
っ
た
。
わ
が
聖
公
会
も
ウ
イ
リ
ア

ム
ス
主
教
を
始
め
多
く

の
超
一
流
の
宣
教
師
が

来
日
し
、
布
教
や
邦
人

聖
職
者
の
養
成
に
努
め

た
。
そ
の
一
人
に
大
正

の
初
め
ご
ろ
に
来
日
し

た
英
国
宣
教
師
Ｈ
・

Ｈ
・
ケ
リ
ー(

ケ
ラ
ム
神
学
校
創
立
者)

。約
５

年
の
短
い
期
間
に
こ
の
方
の
感
化
を
受
け
た

邦
人
聖
職
信
徒
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
人
が

「
キ
リ
ス
ト
教
は
宗
教
で
は
な
い
、福
音
で
あ

る
」
と
喝
破
し
た
。
福
音
と
は
「
よ
き
し
ら

せ
」
、こ
れ
は
信
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

全
人
類
の「
喜
び
の
し
ら
せ
」な
の
で
あ
る
。

仏
教
徒
、
神
道
信
者
の
人
、
無
神
論
者
に
と
っ
て

も
、性
別
、国
籍
、階
級
を
超
え
、喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
な
の
で
あ
る
。こ
の
福
音
は
時
に
は
既
成
の
宗

教
組
織
の
範
疇
に
は
収
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
広
く
、
深
く
、
高
い
も
の
で
あ
る
。
福

音
と
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
超
一
流
の
神
学

者
た
ち
に
師
事
し
、
超
一
流
の
先
輩

聖
職
、
信
徒
に
出
会
い
、
50
数
年
間

福
音
の
種
を
蒔
き
続
け
ら
れ
た
の
は

感
謝
の
極
み
。
今
な
お
種
ま
き
の
仕

事
は
続
く
。
下
町
の
多
く
の
子
供
と

そ
の
親
族
、
ケ
ア
ー
ハ
ウ
ス
の
人
々
、
近
く
に
あ

る
目
や
耳
の
不
自
由
な
人
の
施
設
の
人
々
に
も
、

小
菅
の
受
刑
者
た
ち
に
も
、よ
き
訪
れ
を
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。若
い
使
命
に
燃
え
た
伝
道
者

が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
、老
骨
に
鞭
を
あ
て
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。(

退
職
・
葛
飾
学
園
チ
ャ
プ
レ
ン)
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今週・来週の 予 定

５月４日～１７日

　４（日）復活節第７主日（昇天後
主日）

　　　 小金井聖公会牧師任命式
合同堅信式（主教座）

　５（月）こどもフェスタ（月島）
　７（水）財政小委員会：分担金
　８（木）礼拝音楽委員会
　９（金）エルサレム教区協働委員会

広報委員会
ＩＴ特別委員会（月島）

１０（土）八王子復活教会創立１００
周年記念礼拝

１１（日）聖霊降臨日
　　　 主教巡回　東京聖三一教会

　（創立１２０周年記念礼拝）
聖公会・ルーテル合同礼拝
　　　　　　（聖アンデレ）
財政小委員会：会計ソフト

１２（月）フェスティバル実行委員会
１３（火）銀座朝祷会

常置委員会
１６（金）正義と平和協議会運営

委員会

◇
５
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
週
間

（
５
・
４
～
11
）
▽
名
古
屋
学
生
青
年

セ
ン
タ
ー
の
た
め
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン

の
働
き
の
た
め
▽
東
京
教
区
神
学
生

の
た
め
（
聖
霊
降
臨
後
第
２
主
日
）

《
奉
献
先
か
ら
》

ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
週
間

　
毎
年
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
１
週
前
の

日
曜
＝
ア
ジ
ア
祈
祷
日
を
中
心
に
始

ま
る
１
週
間
。
今
年
は
５
月
４
日
＝

ア
ジ
ア
・
サ
ン
デ
ー
～
11
日
＝
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・
サ
ン
デ
ー
（
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
）
に
わ
た
る
８
日
間
。
ア

ジ
ア
祈
祷
日
は
、
１
９
５
９
年
５
月

24
日
に
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
協
議

会
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
創
立
を
記
念
し
て
設

定
さ
れ
、
毎
年
こ
の
祈
祷
日
の
た
め

の
式
文
を
準
備
し
、
教
派
を
越
え
て

共
に
祈
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
き
て

い
る
。特
別
な
問
題
や
、困
難
な
状
況

に
あ
る
加
盟
教
会
な
ど
に
焦
点
を
合

わ
せ
て
主
題
を
選
定
。今
年
は「
ア
ジ

ア
の
平
和
と
憲
法
９
条
」
の
た
め
に

祈
り
、
日
本
・
ア
ジ
ア
・
全
世
界
に
平

和
を
構
築
す
る
こ
と
に
関
心
を
た
か

め
る
よ
う
、
東
京
教
区
の
各
教
会
に

も
式
文
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　
▽
５
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
９

日
（
金
）
12
時
20
分
、
長
山
結
／
デ

イ
ッ
ク
・
コ
ー
マ
ン
ス
　
＊
聖
テ
モ

テ
＝
20
日
（
火
）
12
時
半
、
河
野
和

雄
　
＊
神
田
キ
リ
ス
ト
＝
21
日（
水
）

12
時
20
分
、
細
川
久
恵

◆
と
こ
し
え
の
平
安

４
月
17
日
　
柳
　
章
子
　（
81
）
千
住

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　     

　（
４
月
24
日
）

＊
全
国
青
年
活
動
部
会
よ
り
、
全
国

青
年
大
会
（
８
月
）
の
事
前
準
備
会

（
関
東
地
区
合
同
＝
①
５
月
24
日
・

教
区
会
館
）、Ｃ
Ｏ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
進
捗
状
況
報

告
。
各
教
会
に
は
、
青
年
育
成
の
視

点
を
も
っ
て
呼
び
か
け
を
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

＊
信
仰
と
生
活
委
員
会
委
員
１
名
の

追
加
承
認
。

＊
雨
宮
神
父
講
座
（
６
月
・
７
月
）

の
確
認
、
お
よ
び
北
海
道
出
前
講
座

の
件
で
協
議
（
教
区
間
交
流
は
割
愛

の
方
向
で
検
討
）。

＊
「
献
金
教
育
」
冊
子
に
つ
い
て
継

続
審
議
（
具
体
的
な
冊
子
作
成
で
は

な
く
、
奉
げ
る
と
い
う
根
本
的
意
味

を
考
え
る
場
を
作
っ
て
い
く
方
向
を

確
認
）。

＊
月
島
聖
公
会
の
建
替
え
へ
向
け
た

動
き
が
あ
る
折
、多
く
の
方
に
礼
拝

参
加
の
形
で
応
援
を
要
請
。

＊
各
教
会
Ｇ
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
、
一
粒
の
麦

の
会
な
ど
の
諸
活
動
の
報
告
、他
。

　
　
　

　
▽
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
　
青
年
支
援
部
会
・
青
年
有
志

団
体
Ｃ
Ｏ
Ａ
の
主
催
で
５
月
６
日

（
火
・
休
）
10
時
半
か
ら
清
瀬
聖
母

教
会
で
松
村
隆
講
師（
名
古
屋
学
生

セ
ン
タ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
）
を
迎
え
て

行
な
わ
れ
る
。照
会
は
聖
十
字
教
会

須
賀
義
和
司
祭
宛
、
℡
03
（
３
４
２

２
）
１
０
３
７
。

　
▽
八
王
子
復
活
教
会
創
立
百
周
年

記
念
礼
拝
　
５
月
10
日
（
土
）
10
時

半
聖
餐
式
、司
式
＝
植
田
仁
太
郎
教

区
主
教
・
説
教
＝
五
十
嵐
正
司
九
州

教
区
主
教
（
同
教
会
の
元
牧
師
）
。
℡

０
４
２
（
６
４
２
）
６
１
０
５
。

　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
創
立
百
二
十
周

年
記
念
礼
拝
　
５
月
11
日(

ペ
ン
テ
コ

ス
テ) 

10
時
半
、
司
式
・
説
教
＝
植
田

仁
太
郎
教
区
主
教
。礼
拝
後
は
ガ
ー
デ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
、ミ
ニ
バ
ザ
ー
な
ど
。

℡
03（
３
４
２
１
）３
６
４
６
。

　
▽
聖
救
主
教
会
野
外
礼
拝
　
５
月

18
日
（
日
）
10
時
半
、
近
間
の
都
立

木
場
公
園
（
江
東
区
平
野
）
で
。
℡
03

（
３
６
４
１
）
３
８
９
５
。

　
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〈
音
楽
と
朗
読

～
ふ
た
り
の
対
話
～
〉
　
５
月
17
日

（
土
）
15
時
、
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
。「
世

界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た

ら
」
の
著
者
・
池
田
香
代
子
と
、
昨
年

に
つ
づ
い
て
の
出
演
と
な
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
崔
善
愛
（
チ
ェ
・
ソ
ン
エ
）
と
の
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対
話
。
入
場
料
（
事
前
予
約
制
・
２

千
百
円
／
小
学
生
千
５
百
円
）。カ
パ

テ
ィ
ラ
ン
事
務
局
℡
03
（
３
４
３

２
）
６
４
４
９
。

　
▽
コ
ン
サ
ー
ト
〈
死
者
と
残
さ
れ

た
者
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム
～
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
逝
っ
た
人
を
し
の
ぶ

１
時
間
〉
　
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
主

催
、
５
月
17
日
（
土
）
14
時
半
。
演

奏
＝
小
島
弥
寧
子
（
オ
ル
ガ
ン
）
・

高
柳
章
江
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
。
入
場
無
料

（
自
由
献
金
）
。
会
場
℡
03
（
３
２
０

９
）
３
６
６
３
。

　
▽
礼
拝
音
楽
委
員
会
主
催
〈
べ
ス

ト
リ
ー
ツ
ア
ー
〉
　
オ
ル
タ
ー
ギ
ル

ド
研
修
の
一
環
で
、三
光
・
聖
三
一
・

聖
十
字
３
教
会
の
ベ
ス
ト
リ
ー
を
巡

る
礼
拝
と
見
学
ツ
ア
ー
。
５
月
24
日

（
土
）
10
時
～
16
時
、
三
光
教
会
集

合
。
部
分
参
加
可
。
参
加
無
料
、
交

通
費
と
昼
食
（
持
参
ま
た
は
適
所

で
）
は
各
自
負
担
。
参
加
申
込
は
19

日（
月
）ま
で
に
聖
マ
リ
ア
教
会
宛
、

FAX

03
（
３
４
９
２
）１
３
０
３
／
照
会

℡
…
２
９
８
２
。

　
▽
５
月
銀
座
朝
祷
会
（
第
２
＆
第

４
火
曜
７
時
半
・
ル
ノ
ア
ー
ル
喫
茶

室
ニ
ュ
ー
銀
座
）
　
・
13
日
＝
小
山

俊
雄
（
神
奈
川
外
キ
連
事
務
局
＝
外

国
人
登
録
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め

る
神
奈
川
キ
リ
ス
ト
者
連
絡
会
・
横

浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
信
徒
）
　
・
27

日
＝
須
賀
義
和
司
祭
（
東
京
聖
十
字

教
会
副
牧
師
）

　
▽
５
月
西
新
の
会
（
第
２
＆
第
４

火
曜
・
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
）

・
13
日
19
時
半
［
聖
餐
式
］
＝
河
野
裕

道
司
祭
　
・
27
日
10
時
半
［
聖
書
の
学

び
］
＝
関
正
勝
司
祭
。
照
会
＝
目
白
聖

公
会
03
（
３
９
５
１
）
５
０
１
０
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　 

　 

月 
島 
聖 

公 

会

　
私
達
は
今
、
聖
堂
建
築
と
云
う
大

き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
教
会

と
し
て
の
個
有
の
聖
堂
を
持
た
ず
、

併
設
の
聖
ル
カ
保
育
園
の
保
育
室
を

礼
拝
の
場
と
し
て
数
十
年
。
そ
の
園

舎
が
老
朽
化
し
、
建
替
え
の
問
題
が

起
き
て
い
る
か
ら
だ
。
12
月
25
日
に

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
が
行
え
な
い
、
冠

婚
葬
祭
が
行
え
な
い
と
い
う
不
便
さ

か
ら
、
常
々
個
有
の
聖
堂
を
望
ん
で

い
た
の
だ
が
、
今
が
良
い
チ
ャ
ン

ス
、
ま
さ
に
「
そ
の
と
き
」
が
来
た
と

感
じ
て
い
る
。
と
い
う
訳
で
昨
年
教

区
に
土
地
購
入
願
い
を
し
、
現
在
月

島
特
別
委
員
会
が
月
一
回
開
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
資
金
が
無
い
悲
し

さ
、
背
負
う
荷
物
の
重
さ
に
戸
惑
っ

て
い
る
日
々
で
あ
る
。

 

（
長
島
令
子
）


